
冬型における岩手県の風と天気について

うが，分布図作成はできないので単純平均を用いた．

　5．標準偏差が一般に大ぎく，その値の範囲内の差は

数学的には無意味となる．しかし，我々はまず平均的な

値をつかみ，それからの偏差はどのような時に現われる

かという態度をとっている．

　したがってこの調査はこれで終ったのではなく，さら

に資料の集積を得ながら調査を進めたい．諸兄の御指導

をお願いする．
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“特集一70年代の気象学のあり方”

　　に関連した原稿募集について

　　　　　　　　　　　　　　　　　気象研究ノート編集委員会

　さる2月に発行した気象研究ノート106号“特集一70年代の気象学のあり方”に対しては，すでに学会

の内外からいくつかの感想や意見がよせられています．

　そこで気象研究ノート編集委員会では，この特集号に関連した感想や意見を募集し，次号から投書欄をも

うけて順次掲載することにいたしました．

　ふるってご応募ください．なお，寄稿者には掲載誌を1部進呈します．別刷，原稿料は割愛させていただ

ぎますので，あらかじめご承知おきください．

　　　　　原稿送付先：〒166東京都杉並区高円寺北4－35－8　気象研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　村　　清

　お願い：原稿は，横書400字づめとし，コピーがとれるよう鮮明にかいてください．あらかじめコピー1

通をそえてお送りくだされば大変好都合ですので，よろしくおねがいします．
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